
(57)【要約】

【課題】電波により信号の遣り取りを行い、内視鏡診断

の結果を統括的に管理する。

【解決手段】電子内視鏡システム２は、電波１９の周波

数帯域のチャネルが１台宛割り振られ、映像信号を内視

鏡画像として記録する際に操作されるレリーズスイッチ

３１ｄと、レリーズスイッチ３１ｄが操作されたときに

、チャネルを表すヘッダをＲＦ信号に付加するヘッダ付

加部５８とが設けられた複数台の電子内視鏡１１ａ～１

１ｄ、および、電波１９を受信する受信部８３と、ＲＦ

信号から元の映像信号を復調する復調部８４と、映像信

号から内視鏡画像を生成する映像信号処理部９５と、チ

ャネル毎に用意され、内視鏡画像を記録・蓄積するＣｈ

１～Ｃｈ４用データストレージ１７ａ～１７ｄと、内視

鏡画像を対応するチャネルのデータストレージに振り分

けるＩ／Ｏポート９６とを有するストレージサーバ１８

を備える。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 撮 像 素 子 に よ り 体 腔 内 の 被 観 察 体 像 を 撮 影 し て 得 ら れ た 撮 像 信 号 を デ ジ タ ル 化 し た 映 像
信 号 に 直 交 変 調 を 施 し て Ｒ Ｆ 信 号 を 生 成 し 、 Ｒ Ｆ 信 号 を 電 波 と し て 送 信 す る 電 子 内 視 鏡 が
複 数 台 設 置 さ れ た 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム に お い て 、
　 前 記 電 子 内 視 鏡 に は 、 前 記 電 波 の 周 波 数 帯 域 の チ ャ ネ ル が １ 台 宛 割 り 振 ら れ 、 前 記 映 像
信 号 を 内 視 鏡 画 像 と し て 記 録 す る 際 に 操 作 さ れ る 操 作 部 材 と 、 前 記 操 作 部 材 が 操 作 さ れ た
と き に 、 前 記 チ ャ ネ ル を 表 す ヘ ッ ダ を 前 記 Ｒ Ｆ 信 号 に 付 加 す る ヘ ッ ダ 付 加 部 と が 設 け ら れ
て お り 、
　 前 記 電 波 を 受 信 す る 受 信 部 と 、
　 前 記 Ｒ Ｆ 信 号 か ら 元 の 映 像 信 号 を 復 調 す る 復 調 部 と 、
　 前 記 映 像 信 号 か ら 前 記 内 視 鏡 画 像 を 生 成 す る 映 像 信 号 処 理 部 と 、
　 前 記 チ ャ ネ ル 毎 に 用 意 さ れ 、 前 記 内 視 鏡 画 像 を 記 録 ・ 蓄 積 す る デ ー タ 蓄 積 部 と 、
　 前 記 内 視 鏡 画 像 を 対 応 す る チ ャ ネ ル の デ ー タ 蓄 積 部 に 振 り 分 け る 入 出 力 制 御 部 と を 有 す
る 診 断 結 果 管 理 装 置 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 電 子 内 視 鏡 お よ び 前 記 受 信 部 は 、 ポ ー リ ン グ 方 式 で 前 記 電 波 の 遣 り 取 り を 行 う こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 電 子 内 視 鏡 は 、 前 記 映 像 信 号 に ス ク ラ ン ブ ル 処 理 を 施 す ス ク ラ ン ブ ラ を 備 え 、
　 前 記 診 断 結 果 管 理 装 置 は 、 前 記 映 像 信 号 に デ ス ク ラ ン ブ ル 処 理 を 施 す デ ス ク ラ ン ブ ラ を
備 え た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム 。
                                                                                
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 複 数 台 の 電 子 内 視 鏡 が 設 置 さ れ 、 電 波 に よ っ て 信 号 の 遣 り 取 り を 行 う 電 子 内
視 鏡 シ ス テ ム に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 医 療 分 野 に お い て 、 電 子 内 視 鏡 を 利 用 し た 医 療 診 断 が 盛 ん に 行 わ れ て い る 。
電 子 内 視 鏡 の 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 先 端 に は 、 Ｃ Ｃ Ｄ な ど の 撮 像 素 子 が 内 蔵 さ れ て お
り 、 こ の Ｃ Ｃ Ｄ に よ り 取 得 し た 撮 像 信 号 に 対 し て 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 で 信 号 処 理 を 施 す こ と
で 、 モ ニ タ で 体 腔 内 の 画 像 （ 内 視 鏡 画 像 ） を 観 察 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 普 通 、 電 子 内 視 鏡 と プ ロ セ ッ サ 装 置 と は 、 信 号 ケ ー ブ ル に よ り 接 続 さ れ て い る が 、 信 号
を 変 調 す る 変 調 部 、 お よ び 信 号 を 電 波 で 送 信 す る 送 信 部 を 電 子 内 視 鏡 に 、 電 波 を 受 信 す る
受 信 部 、 お よ び 電 波 を 元 の 信 号 に 復 調 す る 復 調 部 を プ ロ セ ッ サ 装 置 に そ れ ぞ れ 設 け て 、 電
波 に よ っ て 信 号 の 遣 り 取 り を 行 え る よ う に し 、 信 号 ケ ー ブ ル を 取 り 除 い て 電 子 内 視 鏡 の 操
作 性 を 向 上 さ せ た 、 い わ ゆ る ワ イ ヤ レ ス 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム も 考 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献
１ お よ び ２ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ワ イ ヤ レ ス 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 上 述 の 如 く 、 電 子 内 視 鏡 の 使 用 時 に 、 信 号 ケ ー ブ ル
に よ る 操 作 の 制 約 が な く な り 、 操 作 性 が 向 上 す る 。 そ の う え 、 信 号 ケ ー ブ ル を 用 い た 従 来
の 電 子 内 視 鏡 装 置 で は 、 患 者 回 路 と 二 次 回 路 と の 間 で 約 ４ ｋ Ｖ の 絶 縁 耐 圧 を 維 持 す る こ と
が 必 須 と な る が 、 ワ イ ヤ レ ス 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム で は 、 電 子 内 視 鏡 と プ ロ セ ッ サ 装 置 と の
間 に 信 号 ケ ー ブ ル に よ る 電 気 的 接 続 が 存 在 し な い た め 、 上 記 の よ う に 高 い 絶 縁 耐 圧 を 維 持
す る 構 成 が 不 要 と な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ６ ０ － ４ ８ ０ １ １ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ４ ６ ３ ３ ４ 号 公 報
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ で 、 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム は 、 実 際 に は 病 院 内 の 専 用 の 処 置 室 に 複 数 台 纏 め て 設 置
さ れ 、 各 シ ス テ ム で 個 別 に 内 視 鏡 診 断 を 行 う こ と が 可 能 と な っ て い る 。 こ の た め 、 従 来 、
各 シ ス テ ム で 得 ら れ た 内 視 鏡 画 像 な ど の 診 断 結 果 を 、 統 括 的 に 管 理 す る シ ス テ ム が 提 案 さ
れ て い る 。 し か し な が ら 、 電 波 に よ り 信 号 の 遣 り 取 り を 行 う 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム に 関 し て
は 、 上 記 の よ う な 管 理 シ ス テ ム は 提 案 さ れ て い な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 電 波 に よ り 信 号 の 遣 り 取 り を 行 い 、
内 視 鏡 診 断 の 結 果 を 統 括 的 に 管 理 す る こ と が で き る 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と を
目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 撮 像 素 子 に よ り 体 腔 内 の 被 観 察 体 像 を 撮 影 し て
得 ら れ た 撮 像 信 号 を デ ジ タ ル 化 し た 映 像 信 号 に 直 交 変 調 を 施 し て Ｒ Ｆ 信 号 を 生 成 し 、 Ｒ Ｆ
信 号 を 電 波 と し て 送 信 す る 電 子 内 視 鏡 が 複 数 台 設 置 さ れ た 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム に お い て 、
前 記 電 子 内 視 鏡 に は 、 前 記 電 波 の 周 波 数 帯 域 の チ ャ ネ ル が １ 台 宛 割 り 振 ら れ 、 前 記 映 像 信
号 を 内 視 鏡 画 像 と し て 記 録 す る 際 に 操 作 さ れ る 操 作 部 材 と 、 前 記 操 作 部 材 が 操 作 さ れ た と
き に 、 前 記 チ ャ ネ ル を 表 す ヘ ッ ダ を 前 記 Ｒ Ｆ 信 号 に 付 加 す る ヘ ッ ダ 付 加 部 と が 設 け ら れ て
お り 、 前 記 電 波 を 受 信 す る 受 信 部 と 、 前 記 Ｒ Ｆ 信 号 か ら 元 の 映 像 信 号 を 復 調 す る 復 調 部 と
、 前 記 映 像 信 号 か ら 前 記 内 視 鏡 画 像 を 生 成 す る 映 像 信 号 処 理 部 と 、 前 記 チ ャ ネ ル 毎 に 用 意
さ れ 、 前 記 内 視 鏡 画 像 を 記 録 ・ 蓄 積 す る デ ー タ 蓄 積 部 と 、 前 記 内 視 鏡 画 像 を 対 応 す る チ ャ
ネ ル の デ ー タ 蓄 積 部 に 振 り 分 け る 入 出 力 制 御 部 と を 有 す る 診 断 結 果 管 理 装 置 を 備 え た こ と
を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 な お 、 前 記 電 子 内 視 鏡 お よ び 前 記 受 信 部 は 、 ポ ー リ ン グ 方 式 で 前 記 電 波 の 遣 り 取 り を 行
う こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 前 記 電 子 内 視 鏡 は 、 前 記 映 像 信 号 に ス ク ラ ン ブ ル 処 理 を 施 す ス ク ラ ン ブ ラ を 備 え
、 前 記 診 断 結 果 管 理 装 置 は 、 前 記 映 像 信 号 に デ ス ク ラ ン ブ ル 処 理 を 施 す デ ス ク ラ ン ブ ラ を
備 え る こ と が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム に よ れ ば 、 電 波 の 周 波 数 帯 域 の チ ャ ネ ル が １ 台 宛 割 り 振 ら
れ 、 映 像 信 号 を 内 視 鏡 画 像 と し て 記 録 す る 際 に 操 作 さ れ る 操 作 部 材 と 、 操 作 部 材 が 操 作 さ
れ た と き に 、 チ ャ ネ ル を 表 す ヘ ッ ダ を Ｒ Ｆ 信 号 に 付 加 す る ヘ ッ ダ 付 加 部 と が 設 け ら れ た 複
数 台 の 電 子 内 視 鏡 、 お よ び 、 電 波 を 受 信 す る 受 信 部 と 、 Ｒ Ｆ 信 号 か ら 元 の 映 像 信 号 を 復 調
す る 復 調 部 と 、 映 像 信 号 か ら 内 視 鏡 画 像 を 生 成 す る 映 像 信 号 処 理 部 と 、 チ ャ ネ ル 毎 に 用 意
さ れ 、 内 視 鏡 画 像 を 記 録 ・ 蓄 積 す る デ ー タ 蓄 積 部 と 、 内 視 鏡 画 像 を 対 応 す る チ ャ ネ ル の デ
ー タ 蓄 積 部 に 振 り 分 け る 入 出 力 制 御 部 と を 有 す る 診 断 結 果 管 理 装 置 を 備 え た の で 、 電 波 に
よ り 信 号 の 遣 り 取 り を 行 い 、 内 視 鏡 診 断 の 結 果 を 統 括 的 に 管 理 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ に お い て 、 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム ２ は 、 術 者 が 患 者 に 内 視 鏡 診 断 を 施 す 診 察 室 １ ０ ａ
～ １ ０ ｄ に 設 置 さ れ た ４ 台 の 電 子 内 視 鏡 １ １ ａ ～ １ １ ｄ 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ２ ａ ～ １ ２ ｄ
、 お よ び モ ニ タ １ ３ ａ ～ １ ３ ｄ と 、 診 察 室 １ ０ ａ ～ １ ０ ｄ か ら 離 れ た 場 所 に あ る 管 理 室 １
４ に 設 置 さ れ た 受 信 装 置 １ ５ 、 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ （ Ｐ Ｃ ） １ ６ 、 お よ び デ ー タ ス ト
レ ー ジ １ ７ ａ ～ １ ７ ｄ か ら な る ス ト レ ー ジ サ ー バ １ ８ と を 備 え て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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　 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム ２ は 、 各 電 子 内 視 鏡 １ １ ａ ～ １ １ ｄ と 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ２ ａ ～ １
２ ｄ お よ び 受 信 装 置 １ ５ と の 間 で 、 使 用 周 波 数 帯 域 の チ ャ ネ ル （ Ｃ ｈ １ ～ Ｃ ｈ ４ ） が 割 り
振 ら れ た 電 波 １ ９ （ 図 ３ ～ 図 ５ 参 照 ） に よ り 信 号 の 遣 り 取 り を 行 い 、 デ ー タ ス ト レ ー ジ １
７ ａ ～ １ ７ ｄ で 各 電 子 内 視 鏡 １ １ ａ ～ １ １ ｄ で 取 得 し た 内 視 鏡 画 像 を 記 録 ・ 蓄 積 し 、 術 者
の 要 求 に 応 じ て 、 Ｐ Ｃ １ ６ に 接 続 さ れ た モ ニ タ ２ ０ に 内 視 鏡 画 像 を 表 示 す る 、 プ リ ン タ ２
１ に 印 刷 出 力 す る 、 あ る い は ビ デ オ テ ー プ レ コ ー ダ ２ ２ に ビ デ オ 録 画 す る な ど し て 、 内 視
鏡 診 断 の 結 果 を 統 括 的 に 管 理 す る も の で あ る 。 な お 、 電 子 内 視 鏡 １ １ ａ ～ １ １ ｄ 、 お よ び
プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ２ ａ ～ １ ２ ｄ は 、 そ れ ぞ れ 同 一 の 構 成 で あ る の で 、 以 下 、 電 子 内 視 鏡 １
１ ａ 、 お よ び プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ２ ａ を 挙 げ て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ２ に お い て 、 電 子 内 視 鏡 １ １ ａ は 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 ３ ０ と 、 挿 入 部 ３ ０ の
基 端 部 分 に 連 設 さ れ た 操 作 部 ３ １ と を 備 え て い る 。 挿 入 部 ３ ０ の 先 端 に 連 設 さ れ た 先 端 部
３ ０ ａ に は 、 体 腔 内 の 被 観 察 体 像 の 像 光 を 取 り 込 む た め の 対 物 レ ン ズ ３ ２ と 、 体 腔 内 の 被
観 察 体 像 を 撮 影 す る 撮 像 素 子 と し て の Ｃ Ｃ Ｄ ３ ３ 、 お よ び 照 射 レ ン ズ ３ ４ と 体 腔 内 照 明 用
の Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 （ Ｌ Ｅ Ｄ ） ３ ５ （ と も に 図 ３ 参 照 ） が 内 蔵 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 先 端 部 ３ ０ ａ の 後 方 に は 、 複 数 の 湾 曲 駒 を 連 結 し た 湾 曲 部 ３ ６ が 設 け ら れ て い る 。 こ の
湾 曲 部 ３ ６ は 、 操 作 部 ３ １ に 設 け ら れ た ア ン グ ル ノ ブ ３ １ ａ が 操 作 さ れ て 、 挿 入 部 ３ ０ 内
に 挿 設 さ れ た ワ イ ヤ が 押 し 引 き さ れ る こ と に よ り 、 上 下 左 右 方 向 に 湾 曲 動 作 し 、 先 端 部 ３
０ ａ が 体 腔 内 の 所 望 の 方 向 に 向 け ら れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 操 作 部 ３ １ の 下 方 に は 、 水 が 貯 留 さ れ る 貯 水 タ ン ク ３ ７ と 、 エ ア ー が 貯 留 さ れ る エ ア ー
ボ ン ベ ３ ８ と が 内 蔵 さ れ た カ ー ト リ ッ ジ ３ ９ が 着 脱 自 在 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ れ ら 貯
水 タ ン ク ３ ７ 、 エ ア ー ボ ン ベ ３ ８ に 貯 留 さ れ た 水 、 エ ア ー は 、 操 作 部 ３ １ の 送 水 ／ 送 気 ボ
タ ン ３ １ ｂ の 操 作 に 連 動 し て 、 電 子 内 視 鏡 １ １ ａ 内 部 に 配 設 さ れ た 送 水 パ イ プ 、 送 気 パ イ
プ を 通 っ て 、 先 端 部 ３ ０ ａ に 形 成 さ れ た 洗 浄 ノ ズ ル （ 図 示 せ ず ） か ら 対 物 レ ン ズ ３ ２ に 向
け て 噴 射 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 対 物 レ ン ズ ３ ２ 表 面 に 付 着 し た 汚 物 な ど の 除 去 や 、 体 腔 内
へ の 送 気 を 行 う こ と が 可 能 と な っ て い る 。 こ こ で 、 カ ー ト リ ッ ジ ３ ９ は 、 電 子 内 視 鏡 １ １
ａ を 使 用 す る 際 に 操 作 者 の 手 の 付 け 根 が 当 接 す る 位 置 に 取 り 付 け ら れ て お り 、 電 子 内 視 鏡
１ １ ａ の 操 作 性 を 安 定 化 さ せ る 役 割 も 果 た し て い る 。 な お 、 符 号 ４ ０ は 、 処 置 具 が 挿 通 さ
れ る 鉗 子 口 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 操 作 部 ３ １ に は 、 上 述 の ア ン グ ル ノ ブ ３ １ ａ 、 送 水 ／ 送 気 ス イ ッ チ ３ １ ｂ の 他 に 、 内 視
鏡 画 像 の 静 止 画 像 を 取 得 す る 際 に 操 作 さ れ る フ リ ー ズ ス イ ッ チ ３ １ ｃ 、 静 止 画 像 を 記 録 す
る 際 に 操 作 さ れ る レ リ ー ズ ス イ ッ チ ３ １ ｄ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ３ に お い て 、 電 子 内 視 鏡 １ １ ａ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ ０ に よ り 全 体 の 動 作 を 統 括 的 に 制 御 さ れ
る 。 Ｃ Ｐ Ｕ ５ ０ に は 、 電 子 内 視 鏡 １ １ ａ の 動 作 を 制 御 す る た め の 各 種 プ ロ グ ラ ム や デ ー タ
が 記 憶 さ れ た Ｒ Ｏ Ｍ ５ １ が 接 続 さ れ て い る 。 Ｃ Ｐ Ｕ ５ ０ は 、 Ｒ Ｏ Ｍ ５ １ か ら 必 要 な プ ロ グ
ラ ム や デ ー タ を 読 み 出 し 、 電 子 内 視 鏡 １ １ ａ の 動 作 制 御 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 Ｌ Ｅ Ｄ ３ ５ に は 、 駆 動 部 ５ ２ が 接 続 さ れ て い る 。 駆 動 部 ５ ２ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ ０ の 制 御 の 下
に 、 Ｌ Ｅ Ｄ ３ ５ を オ ン ／ オ フ 駆 動 さ せ る 。 Ｌ Ｅ Ｄ ３ ５ か ら 発 せ ら れ た 光 は 、 照 射 レ ン ズ ３
４ を 介 し て 体 腔 内 の 被 観 察 体 に 照 射 さ れ る 。 な お 、 先 端 部 ３ ０ ａ で は な く 操 作 部 ３ １ の 内
部 に Ｌ Ｅ Ｄ ３ ５ を 配 し 、 ラ イ ト ガ イ ド で 先 端 部 ３ ０ ａ に 導 光 す る 構 成 と し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 Ｃ Ｃ Ｄ ３ ３ は 、 対 物 レ ン ズ ３ ２ か ら 入 射 し た 体 腔 内 の 被 観 察 体 像 の 像 光 を 撮 像 面 に 結 像
さ せ 、 各 画 素 か ら こ れ に 応 じ た 撮 像 信 号 を 出 力 す る 。 Ａ Ｆ Ｅ ５ ３ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５ ０ の 制 御 の
下 に 、 Ｃ Ｃ Ｄ ３ ３ か ら 入 力 さ れ た 撮 像 信 号 に 対 し て 、 相 関 二 重 サ ン プ リ ン グ 、 増 幅 、 お よ
び Ａ ／ Ｄ 変 換 を 施 し て 、 撮 像 信 号 を デ ジ タ ル の 映 像 信 号 に 変 換 す る 。
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【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ス ク ラ ン ブ ラ ５ ４ は 、 Ａ Ｆ Ｅ ５ ３ か ら 出 力 さ れ た デ ジ タ ル の 映 像 信 号 に ス ク ラ ン ブ ル 処
理 を 施 し て 、 暗 号 化 さ れ た 映 像 信 号 を 出 力 す る 。 変 調 部 ５ ５ は 、 Ａ Ｆ Ｅ ５ ３ か ら 出 力 さ れ
た デ ジ タ ル の 映 像 信 号 に 対 し て 、 例 え ば デ ジ タ ル 直 交 変 調 を 施 し て Ｒ Ｆ 信 号 を 生 成 す る 。
送 信 部 ５ ６ は 、 ア ン テ ナ ５ ７ を 介 し て 、 変 調 部 ５ ５ で 生 成 さ れ た Ｒ Ｆ 信 号 を 、 電 波 １ ９ と
し て プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ２ ａ ～ １ ２ ｄ お よ び 受 信 装 置 １ ５ に 送 信 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ヘ ッ ダ 付 加 部 ５ ８ は 、 操 作 部 ３ １ の レ リ ー ズ ス イ ッ チ ３ １ ｄ が 操 作 さ れ た と き に 、 そ の
と き 変 調 部 ５ ５ で 生 成 さ れ た Ｒ Ｆ 信 号 に Ｃ ｈ １ を 表 す ヘ ッ ダ を 付 加 す る 。 ヘ ッ ダ が 付 加 さ
れ た Ｒ Ｆ 信 号 は 、 送 信 部 ５ ６ の バ ッ フ ァ （ 図 示 せ ず ） に 一 旦 格 納 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 受 信 部 ５ ９ は 、 ア ン テ ナ ５ ７ を 介 し て 、 後 述 す る 受 信 装 置 １ ５ の 送 信 部 ８ ７ （ 図 ５ 参 照
） か ら の ポ ー リ ン グ 信 号 を 受 信 す る 。 送 信 部 ５ ６ の バ ッ フ ァ に 一 旦 格 納 さ れ た 、 ヘ ッ ダ が
付 加 さ れ た Ｒ Ｆ 信 号 は 、 受 信 部 ５ ９ で ポ ー リ ン グ 信 号 が 受 信 さ れ た こ と を 契 機 に 、 送 信 部
５ ６ か ら 電 波 １ ９ と し て 受 信 装 置 １ ５ に 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 コ ネ ク タ ６ ０ に は 、 バ ッ テ リ ６ １ が 接 続 さ れ て い る 。 バ ッ テ リ ６ １ の 電 力 は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ５
０ に よ り 制 御 さ れ る 電 力 供 給 部 ６ ２ か ら 、 電 子 内 視 鏡 １ １ ａ の 各 部 に 供 給 さ れ る 。 な お 、
図 ２ に は 示 し て い な い が 、 操 作 部 ３ １ の 後 部 に は 、 バ ッ テ リ ６ １ を 収 納 す る バ ッ テ リ 収 納
室 が 設 け ら れ て お り 、 コ ネ ク タ ６ ０ は そ の 内 部 に 配 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ４ に お い て 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ２ ａ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ に よ り 全 体 の 動 作 を 統 括 的 に 制 御
さ れ る 。 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ に は 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ２ ａ の 動 作 を 制 御 す る た め の 各 種 プ ロ グ ラ ム
や デ ー タ が 記 憶 さ れ た Ｒ Ｏ Ｍ ７ １ が 接 続 さ れ て い る 。 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ は 、 Ｒ Ｏ Ｍ ７ １ か ら 必 要
な プ ロ グ ラ ム や デ ー タ を 内 蔵 Ｒ Ａ Ｍ に 読 み 出 し 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ２ ａ の 動 作 制 御 を 行 う
。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ア ン テ ナ ７ ２ は 、 電 波 １ ９ を 受 信 す る 。 受 信 部 ７ ３ は 、 ア ン テ ナ ７ ２ で 受 信 さ れ た 電 子
内 視 鏡 １ １ ａ か ら の 電 波 １ ９ 、 す な わ ち Ｒ Ｆ 信 号 を 増 幅 す る 。 復 調 部 ７ ４ は 、 Ｒ Ｆ 信 号 に
対 し て 、 例 え ば デ ジ タ ル 直 交 検 波 を 施 し て 、 Ｒ Ｆ 信 号 を 電 子 内 視 鏡 １ １ ａ で 変 調 さ れ る 前
の 映 像 信 号 に 復 調 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 デ ス ク ラ ン ブ ラ ７ ５ は 、 復 調 部 ７ ４ か ら 出 力 さ れ た デ ジ タ ル の 映 像 信 号 に デ ス ク ラ ン ブ
ル 処 理 を 施 し て 、 暗 号 化 さ れ た 映 像 信 号 を 元 の 映 像 信 号 に 戻 す 。 同 期 分 離 部 ７ ６ は 、 Ｃ Ｐ
Ｕ ７ ０ の 制 御 の 下 に 、 デ ス ク ラ ン ブ ラ ７ ５ か ら 出 力 さ れ た 映 像 信 号 か ら 、 振 幅 分 離 に よ っ
て 同 期 信 号 を 分 離 し 、  続 い て 周 波 数 分 離 に よ り 水 平 同 期 信 号 と 垂 直 同 期 信 号 と を 分 離 す
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ビ デ オ 信 号 処 理 部 ７ ７ は 、 映 像 信 号 か ら デ ジ タ ル の ビ デ オ 信 号 を 生 成 す る 。 映 像 信 号 処
理 部 ７ ８ は 、 ビ デ オ 信 号 処 理 部 ７ ７ で 生 成 さ れ た ビ デ オ 信 号 に 対 し て 、 マ ス ク 生 成 や キ ャ
ラ ク タ 情 報 付 加 な ど の 各 種 画 像 処 理 を 施 す 。 バ ッ フ ァ ７ ９ は 、 映 像 信 号 処 理 部 ７ ８ で 各 種
画 像 処 理 が 施 さ れ た ビ デ オ 信 号 を 一 旦 格 納 す る 。 バ ッ フ ァ ７ ９ に 格 納 さ れ た ビ デ オ 信 号 は
、 モ ニ タ １ ３ ａ に 内 視 鏡 画 像 と し て 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ５ に お い て 、 受 信 装 置 １ ５ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ８ ０ に よ り 全 体 の 動 作 を 統 括 的 に 制 御 さ れ る 。
Ｃ Ｐ Ｕ ８ ０ に は 、 受 信 装 置 １ ５ の 動 作 を 制 御 す る た め の 各 種 プ ロ グ ラ ム や デ ー タ が 記 憶 さ
れ た Ｒ Ｏ Ｍ ８ １ が 接 続 さ れ て い る 。 Ｃ Ｐ Ｕ ８ ０ は 、 Ｒ Ｏ Ｍ ８ １ か ら 必 要 な プ ロ グ ラ ム や デ
ー タ を 内 蔵 Ｒ Ａ Ｍ に 読 み 出 し 、 受 信 装 置 １ ５ の 動 作 制 御 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ア ン テ ナ ８ ２ は 、 電 波 １ ９ を 送 受 信 す る 。 受 信 部 ８ ３ は 、 ア ン テ ナ ８ ２ で 受 信 さ れ た 電
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子 内 視 鏡 １ １ ａ ～ １ １ ｄ か ら の 電 波 １ ９ 、 す な わ ち チ ャ ネ ル を 表 す ヘ ッ ダ が 付 加 さ れ た Ｒ
Ｆ 信 号 を 増 幅 す る 。 復 調 部 ８ ４ は 、 Ｒ Ｆ 信 号 に 対 し て 、 例 え ば デ ジ タ ル 直 交 検 波 を 施 し て
、 Ｒ Ｆ 信 号 を 電 子 内 視 鏡 １ １ ａ ～ １ １ ｄ で 変 調 さ れ る 前 の 映 像 信 号 に 復 調 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 デ ス ク ラ ン ブ ラ ８ ５ は 、 復 調 部 ８ ４ か ら 出 力 さ れ た デ ジ タ ル の 映 像 信 号 に デ ス ク ラ ン ブ
ル 処 理 を 施 し て 、 暗 号 化 さ れ た 映 像 信 号 を 元 の 映 像 信 号 に 戻 す 。 同 期 分 離 部 ８ ６ は 、 Ｃ Ｐ
Ｕ ８ ０ の 制 御 の 下 に 、 復 調 部 ８ ４ で 復 調 さ れ た 映 像 信 号 か ら 、 振 幅 分 離 に よ っ て 同 期 信 号
を 分 離 し 、  続 い て 周 波 数 分 離 に よ り 水 平 同 期 信 号 と 垂 直 同 期 信 号 と を 分 離 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 送 信 部 ８ ７ は 、 ア ン テ ナ ８ ２ を 介 し て 、 電 子 内 視 鏡 １ １ ａ ～ １ １ ｄ の 順 に 、 一 定 の 間 隔
で 繰 り 返 し ポ ー リ ン グ 信 号 を 送 信 す る 。 バ ッ フ ァ ８ ８ は 、 デ ス ク ラ ン ブ ラ ８ ５ か ら 出 力 さ
れ た 映 像 信 号 を 一 時 記 憶 す る 。 バ ッ フ ァ ８ ８ に 一 時 記 憶 さ れ た 映 像 信 号 は 、 コ ネ ク タ ８ ９
に 接 続 さ れ た コ ー ド を 介 し て 、 Ｐ Ｃ １ ６ に 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ６ に お い て 、 Ｐ Ｃ １ ６ は 、 Ｃ Ｐ Ｕ ９ ０ に よ り 全 体 の 動 作 を 統 括 的 に 制 御 さ れ る 。 Ｃ Ｐ
Ｕ ９ ０ に は 、 バ ス ９ １ を 介 し て 、 Ｐ Ｃ １ ６ の 動 作 を 制 御 す る た め の 各 種 プ ロ グ ラ ム や デ ー
タ が 記 憶 さ れ た Ｒ Ｏ Ｍ ９ ２ が 接 続 さ れ て い る 。 Ｃ Ｐ Ｕ ９ ０ は 、 Ｒ Ｏ Ｍ ９ ２ か ら 必 要 な プ ロ
グ ラ ム や デ ー タ を Ｒ Ａ Ｍ ９ ３ に 読 み 出 し 、 Ｐ Ｃ １ ６ の 動 作 制 御 を 行 う 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ビ デ オ 信 号 処 理 部 ９ ４ は 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ２ ａ の ビ デ オ 信 号 処 理 部 ７ ７ と 同 様 に 、 映
像 信 号 か ら デ ジ タ ル の ビ デ オ 信 号 を 生 成 す る 。 映 像 信 号 処 理 部 ９ ５ は 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 １
２ ａ の 映 像 信 号 処 理 部 ７ ８ と 同 様 に 、 ビ デ オ 信 号 処 理 部 ９ ４ で 生 成 さ れ た ビ デ オ 信 号 に 対
し て 、 マ ス ク 生 成 や キ ャ ラ ク タ 情 報 付 加 な ど の 各 種 画 像 処 理 を 施 す 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 バ ス ９ １ に は 、 Ｉ ／ Ｏ ポ ー ト ９ ６ が 接 続 さ れ て い る 。 Ｉ ／ Ｏ ポ ー ト ９ ６ に は 、 前 述 の Ｃ
ｈ １ ～ Ｃ ｈ ４ 用 デ ー タ ス ト レ ー ジ １ ７ ａ ～ １ ７ ｄ 、 モ ニ タ ２ ０ 、 プ リ ン タ ２ １ 、 お よ び ビ
デ オ テ ー プ レ コ ー ダ ２ ２ と 、 受 信 装 置 １ ５ に 接 続 す る た め の コ ネ ク タ ９ ７ 、 お よ び キ ー ボ
ー ド や マ ウ ス か ら な る 操 作 部 ９ ８ が 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 Ｉ ／ Ｏ ポ ー ト ９ ６ は 、 内 視 鏡 画 像 に 付 加 さ れ た ヘ ッ ダ の 内 容 を 解 析 し 、 そ の 内 視 鏡 画 像
が ど の チ ャ ネ ル の 電 子 内 視 鏡 で 得 ら れ た も の か を 判 断 し て 、 こ れ を 対 応 す る チ ャ ネ ル の デ
ー タ ス ト レ ー ジ に 送 信 す る 。 ま た 、 Ｉ ／ Ｏ ポ ー ト ９ ６ は 、 操 作 部 ９ ８ が 操 作 さ れ て 内 視 鏡
画 像 の 表 示 、 印 刷 出 力 、 あ る い は ビ デ オ 録 画 が 指 示 さ れ た と き に 、 対 応 す る チ ャ ネ ル の デ
ー タ ス ト レ ー ジ か ら 内 視 鏡 画 像 の デ ー タ を 読 み 出 し て 、 各 部 に 送 信 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
上 記 の よ う に 構 成 さ れ た 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム ２ で 体 腔 内 を 観 察 す る 際 に は 、 Ｌ Ｅ Ｄ 光 源 ３
５ を オ ン し て 、 挿 入 部 ３ ０ を 体 腔 内 に 挿 入 し 、 体 腔 内 を 照 明 し な が ら 、 Ｃ Ｃ Ｄ ３ ３ に よ る
内 視 鏡 画 像 を モ ニ タ １ ３ ａ で 観 察 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ の と き 、 対 物 レ ン ズ ３ ２ か ら 入 射 し た 体 腔 内 の 被 観 察 体 像 の 像 光 は 、 Ｃ Ｃ Ｄ ３ ３ の 撮
像 面 に 結 像 さ れ 、 Ｃ Ｃ Ｄ ３ ３ か ら 撮 像 信 号 が 出 力 さ れ る 。 Ｃ Ｃ Ｄ ３ ３ か ら 出 力 さ れ た 撮 像
信 号 は 、 Ａ Ｆ Ｅ ５ ３ で 相 関 二 重 サ ン プ リ ン グ 、 増 幅 、 お よ び Ａ ／ Ｄ 変 換 が 施 さ れ 、 デ ジ タ
ル の 映 像 信 号 に 変 換 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 Ａ Ｆ Ｅ ５ ３ か ら 出 力 さ れ た デ ジ タ ル の 映 像 信 号 は 、 ス ク ラ ン ブ ラ ５ ４ で ス ク ラ ン ブ ル 処
理 が 施 さ れ て 暗 号 化 さ れ た 後 、 変 調 部 ５ ５ で デ ジ タ ル 直 交 変 調 が 施 さ れ 、 Ｒ Ｆ 信 号 が 生 成
さ れ る 。 Ｒ Ｆ 信 号 は 、 送 信 部 ５ ６ で 増 幅 さ れ 、 ア ン テ ナ ５ ７ か ら 電 波 １ ９ と し て 送 信 さ れ
る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 一 方 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ ２ ａ で は 、 電 子 内 視 鏡 １ １ ａ の ア ン テ ナ ５ ７ か ら 送 信 さ れ た 電
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波 １ ９ が ア ン テ ナ ７ ２ で 受 信 さ れ る と 、 こ の 電 波 １ ９ 、 す な わ ち Ｒ Ｆ 信 号 が 受 信 部 ７ ３ で
増 幅 さ れ る 。 復 調 部 ７ ４ で は 、 受 信 部 ７ ３ で 増 幅 さ れ た Ｒ Ｆ 信 号 に デ ジ タ ル 直 交 検 波 が 施
さ れ 、 電 子 内 視 鏡 １ １ ａ で 変 調 さ れ る 前 の 映 像 信 号 が 復 調 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 復 調 部 ７ ４ で 復 調 さ れ た 映 像 信 号 は 、 デ ス ク ラ ン ブ ラ ７ ５ で デ ス ク ラ ン ブ ル 処 理 が 施 さ
れ た 後 、 Ｃ Ｐ Ｕ ７ ０ の 制 御 の 下 に 、 同 期 分 離 部 ７ ６ で 同 期 分 離 が 施 さ れ 、 ビ デ オ 信 号 処 理
部 ７ ７ で デ ジ タ ル の ビ デ オ 信 号 と し て 出 力 さ れ る 。 ビ デ オ 信 号 処 理 部 ７ ７ で 出 力 さ れ た ビ
デ オ 信 号 は 、 映 像 信 号 処 理 部 ７ ８ で 各 種 画 像 処 理 が 施 さ れ 、 バ ッ フ ァ ７ ９ に 一 旦 格 納 さ れ
て 、 モ ニ タ １ ３ ａ に 内 視 鏡 画 像 と し て 表 示 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 続 い て 、 操 作 部 ３ １ の レ リ ー ズ ス イ ッ チ ３ １ ｄ が 操 作 さ れ た と き の 処 理 手 順 に つ い て 説
明 す る 。 操 作 部 ３ １ の レ リ ー ズ ス イ ッ チ ３ １ ｄ が 操 作 さ れ る と 、 レ リ ー ズ ス イ ッ チ ３ １ ｄ
か ら 操 作 入 力 信 号 が Ｃ Ｐ Ｕ ５ ０ に 発 せ ら れ る 。 Ｃ Ｐ Ｕ ５ ０ は 、 レ リ ー ズ ス イ ッ チ ３ １ ｄ か
ら の 操 作 入 力 信 号 を 受 け て 、 ヘ ッ ダ 付 加 部 ５ ８ を 作 動 さ せ 、 こ の と き 変 調 部 ５ ５ か ら 出 力
さ れ た Ｒ Ｆ 信 号 に Ｃ ｈ １ を 表 す ヘ ッ ダ を 付 加 さ せ る 。 ヘ ッ ダ 付 加 部 ５ ８ に よ り ヘ ッ ダ が 付
加 さ れ た Ｒ Ｆ 信 号 は 、 送 信 部 ５ ６ の バ ッ フ ァ に 一 旦 格 納 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 一 方 、 受 信 装 置 １ ５ で は 、 ア ン テ ナ ８ ２ を 介 し て 、 送 信 部 ８ ７ か ら 、 電 子 内 視 鏡 １ １ ａ
～ １ １ ｄ の 順 に 一 定 の 間 隔 で ポ ー リ ン グ 信 号 が 送 信 さ れ て い る 。 受 信 装 置 １ ５ か ら の ポ ー
リ ン グ 信 号 を 受 信 部 ５ ９ で 受 信 す る と 、 電 子 内 視 鏡 １ １ ａ で は 、 送 信 部 ５ ６ の バ ッ フ ァ に
格 納 さ れ て い た ヘ ッ ダ 付 き の Ｒ Ｆ 信 号 が 、 電 波 １ ９ と し て 受 信 装 置 １ ５ に 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 電 子 内 視 鏡 １ １ ａ か ら の 電 波 １ ９ を 受 信 部 ８ ３ で 受 信 す る と 、 受 信 装 置 １ ５ で は 、 復 調
部 ８ ４ で Ｒ Ｆ 信 号 に デ ジ タ ル 直 交 検 波 が 施 さ れ 、 電 子 内 視 鏡 １ １ ａ で 変 調 さ れ る 前 の 映 像
信 号 が 復 調 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 復 調 部 ８ ４ で 復 調 さ れ た 映 像 信 号 は 、 デ ス ク ラ ン ブ ラ ８ ５ で デ ス ク ラ ン ブ ル 処 理 が 施 さ
れ た 後 、 Ｃ Ｐ Ｕ ８ ０ の 制 御 の 下 に 、 同 期 分 離 部 ８ ６ で 同 期 分 離 が 施 さ れ 、 バ ッ フ ァ ８ ８ に
一 時 記 憶 さ れ る 。 バ ッ フ ァ ８ ８ に 一 時 記 憶 さ れ た 映 像 信 号 は 、 コ ネ ク タ ８ ９ を 介 し て Ｐ Ｃ
１ ６ に 送 信 さ れ る 。 こ の よ う に 、 電 子 内 視 鏡 １ １ ａ ～ １ １ ｄ に ス ク ラ ン ブ ラ ５ ４ を 、 プ ロ
セ ッ サ 装 置 １ ２ ａ ～ １ ２ ｄ 、 受 信 装 置 １ ５ に デ ス ク ラ ン ブ ラ ７ ５ 、 ８ ５ を そ れ ぞ れ 設 け た
の で 、 外 部 か ら 内 視 鏡 画 像 を 見 ら れ る 心 配 が な く 、 患 者 の プ ラ イ バ シ ー を 確 実 に 保 護 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 コ ネ ク タ ９ ７ を 介 し て 受 信 装 置 １ ５ か ら 映 像 信 号 を 受 信 す る と 、 Ｐ Ｃ １ ６ で は 、 ビ デ オ
信 号 処 理 部 ９ ４ で デ ジ タ ル の ビ デ オ 信 号 と し て 出 力 さ れ る 。 ビ デ オ 信 号 処 理 部 ９ ４ で 出 力
さ れ た ビ デ オ 信 号 は 、 映 像 信 号 処 理 部 ９ ５ で 各 種 画 像 処 理 が 施 さ れ 、 こ れ に よ り 内 視 鏡 画
像 が 生 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 生 成 さ れ た 内 視 鏡 画 像 は 、 Ｉ ／ Ｏ ポ ー ト ９ ６ に よ り 、 付 加 さ れ た ヘ ッ ダ の 内 容 が 解 析 さ
れ 、 こ の 解 析 結 果 に 基 づ い て 、 対 応 す る チ ャ ネ ル の デ ー タ ス ト レ ー ジ に 送 信 さ れ 、 記 録 ・
蓄 積 さ れ る 。 以 上 の よ う に し て 、 各 電 子 内 視 鏡 １ １ ａ ～ １ １ ｄ で 得 ら れ た 内 視 鏡 画 像 が 、
対 応 す る チ ャ ネ ル の デ ー タ ス ト レ ー ジ １ ７ ａ ～ １ ７ ｄ に 分 類 さ れ て 記 録 ・ 蓄 積 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 操 作 部 ９ ８ が 操 作 さ れ て 内 視 鏡 画 像 の 表 示 、 印 刷 出 力 、 あ る い は ビ デ オ 録 画 が 指 示 さ れ
た と き に は 、 Ｉ ／ Ｏ ポ ー ト ９ ６ を 介 し て 、 対 応 す る チ ャ ネ ル の デ ー タ ス ト レ ー ジ か ら 内 視
鏡 画 像 の デ ー タ が 読 み 出 さ れ 、 各 部 に 送 信 さ れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
【 図 １ 】 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム の 構 成 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 電 子 内 視 鏡 の 構 成 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 電 子 内 視 鏡 の 内 部 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 プ ロ セ ッ サ 装 置 の 内 部 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 受 信 装 置 の 内 部 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ の 内 部 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ２ 　 電 子 内 視 鏡 シ ス テ ム
　 １ １ ａ ～ １ １ ｄ 　 電 子 内 視 鏡
　 １ ２ ａ ～ １ ２ ｄ 　 プ ロ セ ッ サ 装 置
　 １ ５ 　 受 信 装 置
　 １ ６ 　 パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ （ Ｐ Ｃ ）
　 １ ７ ａ ～ １ ７ ｄ 　 Ｃ ｈ １ ～ Ｃ ｈ ４ 用 デ ー タ ス ト レ ー ジ
　 １ ８ 　 ス ト レ ー ジ サ ー バ
　 １ ９ 　 電 波
　 ３ １ ｄ 　 　 レ リ ー ズ ス イ ッ チ
　 ３ ３ 　 Ｃ Ｃ Ｄ
　 ５ ０ 　 Ｃ Ｐ Ｕ
　 ５ ４ 　 ス ク ラ ン ブ ラ
　 ５ ６ 　 送 信 部
　 ５ ８ 　 ヘ ッ ダ 付 加 部
　 ５ ９ 　 受 信 部
　 ７ ０ 　 Ｃ Ｐ Ｕ
　 ７ ５ 　 デ ス ク ラ ン ブ ラ
　 ８ ０ 　 Ｃ Ｐ Ｕ
　 ８ ３ 　 受 信 部
　 ８ ４ 　 復 調 部
　 ８ ５ 　 デ ス ク ラ ン ブ ラ
　 ９ ０ 　 Ｃ Ｐ Ｕ
　 ９ ４ 　 ビ デ オ 信 号 処 理 部
　 ９ ５ 　 映 像 信 号 処 理 部
　 ９ ６ 　 Ｉ ／ Ｏ ポ ー ト
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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